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自
家
成
立
の 

　
根
源
は
和
に
あ
り 

秩
序
の
根
源
は 

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り 
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動 

宗教 
法人 寶 生 教 大 阪 本 部  

春之祖先霊大祭 

（祭典後に信徒総会を開催） 

申込み受付 
ご慰霊 
新合祀 

教
会
長
様
、
教
父
様
に
総
代
様
も 

ご
臨
席
い
た
だ
い
て
の
青
年
部
総
会 

御
饌
米
下
ろ
し
の
ご
奉
仕
。 

雅
や
か
に
「
浦
安
の
舞
」
奉
納 

事務所にて頒布しています 

教えの書籍が発刊されました 

「神道入門」山本晃道　著│定価１０００円 

目出度き若松も供えられ、祭主祝詞奏上。 

穏やかなお正月、良き年を願い 

厳粛に元旦祭　執行 
教信徒一堂に会して、晴れやかに、賑 し々く。 

心
豊
か
な
生
活
は
教
会
詣
で
か
ら 

　
　
―
ス
ピ
ー
チ
の
極
意
― 

 ご教話  

月並祭  
（１月１５日） 

ボ
ウ
リ
ン
グ
も
ご
奉
仕
も
楽
し
く 

青
年
部 
初
顔
合
わ
せ 

　
そ
う
云
っ
た
天
と
地
の
繋
が

り
の
中
で
、
我
々
の
命
も
生
か

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
繋
が
り
と
い
う
の
が
、

ご
祖
先
と
の
繋
が
り
で
も
あ
り

ま
す
し
、
隣
で
共
に
参
拝
す
る

教
え
の
友
垣
と
の
繋
が
り
、
又

様
々
に
お
運
び
頂
い
た
ご
縁
と

い
う
繋
が
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
一
月
十
二
日（
日
）、
お
蔭
様

で
晴
れ
や
か
な
好
天
の
も
と
、

新
春
恒
例
の
大
阪
本
部
青
年
部

総
会
、「
初
顔
合
わ
せ
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
午
前
九
時
、
青
年
部
実
行
委

員
を
は
じ
め
、
参
加
者
一
同
が

教
会
へ
集
合
し
、
朝
拝
後
、
千

日
前
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
へ
移
動
。 

　
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
、
小

権
現
職
様
の
始
球
式
に
よ
り
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
度
は
、
森
行
正
さ
ん
が

三
歳
の
お
孫
さ
ん
方
を
連
れ
て

ご
参
加
下
さ
り
、
幼
い
な
が
ら

し
っ
か
り
と
ピ
ン
を
狙
っ
て
ボ

ー
ル
を
滑
り
台
か
ら
転
が
す
と
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
抜
群
で
、
大

人
顔
負
け
の
見
事
な
成
績
を

残
し
て
お
ら
れ
、
子
供
か
ら
大

人
ま
で
一
緒
に
盛
り
上
が
り
、

終
始
賑
や
か
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。 

　
教
会
帰
着
後
、
教
会
長
様
、

教
父
様
、
総
代
様
に
も
御
臨
席

賜
り
、
青
年
部
総
会
を
行
い
ま

し
た
。 

　
国
歌
斉
唱
の
後
、
青
年
部
岸

田
浩
暢
部
長
の
挨
拶
に
続
き
、

教
会
長
様
、
岸
田
総
代
様
よ
り

お
言
葉
を
頂
き
、
柴
垣
慶
明
会

計
代
理
に
よ
り
令
和
元
年
会
計

報
告
を
行
い
、
無
事
に
総
会
を

終
了
。 

　
次
に
、
中
谷
総
代
様
の
ご
発

声
で
乾
杯
。
昼
食
は
美
味
し
い

教
会
特
製
カ
レ
ー
を
た
く
さ
ん

頂
き
ま
し
た
。 

　
昼
食
後
は
お
楽
し
み
順
位

発
表
で
す
。
一
〜
五
、
十
、
十

五
位
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
に
賞
品
が

あ
り
、
盛
大
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。 

　
優
勝
は
な
ん
と
、
こ
の
日
の

為
に
一
年
間
た
く
さ
ん
練
習
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
前
回
は

ブ
ー
ビ
ー
賞
で
あ
り
ま
し
た

羽
田
延
弘
さ
ん
で
し
た
。
拍
手

の
中
、
結
果
発
表
は
終
了
し
ま

し
た
。 

　
そ
の
後
、
こ
ち
ら
も
毎
年
恒

例
の
御
饌
米
下
ろ
し
の
ご
奉
仕

で
す
。
皆
さ
ん
協
力
し
合
い
テ

キ
パ
キ
と
こ
な
し
、
藁
を
つ
け

な
が
ら
も
楽
し
く
ご
奉
仕
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

　
大
人
も
子
供
も
実
行
委
員
も

楽
し
み
な
が
ら
、
有
意
義
で
充

実
し
た
初
顔
合
わ
せ
と
な
り
ま

し
た
。 

　
本
年
も
、
大
阪
本
部
青
年
部

諸
行
事
、
諸
活
動
に
、
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
、
お
声
掛
け
合

っ
て
大
勢
ご
参
加
頂
き
ま
す
様
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

　
皇
紀
二
六
八
〇
年
、
令
和
二

年
、
庚
子
之
歳
の
元
旦
。 

　
晴
天
に
恵
ま
れ
、
穏
や
か
な

お
正
月
を
迎
え
、
新
春
を
寿
ぎ
、

元
旦
祭
が
厳
粛
且
つ
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
遠
方
各
地
、
畿
内
、
大
阪
府

下
、
市
内
近
郊
の
方
々
、
そ
れ

ぞ
れ
の
新
年
の
お
祝
い
も
早
々

に
相
済
ま
さ
れ
、
心
晴
れ
や
か

に
初
詣
。 

　
雅
楽
の
調
べ
の
中
を
、
祭
主

本
部
長
様
を
始
め
祭
員
の
参
進
。

国
歌
斉
唱
、
修
祓
に
続
き
、
祭

主
祝
詞
奏
上
。 

　
大
神
様
、
御
教
祖
様
、
御
祖

先
様
の
日
々
の
ご
神
恩
に
感
謝

申
し
上
げ
、
新
し
き
歳
の
更
な

る
神
威
高
揚
、
教
勢
拡
充
、
国

家
安
泰
、
世
界
平
和
、
教
信
徒

各
家
の
自
家
成
立
繁
栄
を
ご
祈

願
下
さ
い
ま
し
た
。 

　
ご
神
前
に
は
、
円
か
な
る
御

鏡
餅
に
、
種
々
の
御
饌
物
が
供

え
ら
れ
、
正
月
の
若
松
も
差
し

飾
ら
れ
ま
し
た
。 

　
奉
納
御
神
楽
は
、
新
年
の
安

寧
を
祈
願
し
、「
浦
安
の
舞
」。

舞
人
は
、
柴
垣
敬
美
さ
ん
、
柴

垣
裕
美
さ
ん
、
木
本
晴
子
さ
ん
、

森
彰
子
さ
ん
の
四
人
。
優
雅
に
、

華
麗
に
舞
い
納
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
教
父
様
、
祭
主
本
部
長
様
の

玉
串
奉
奠
に
続
き
、
参
拝
者
一

人
ひ
と
り
が
昇
殿
し
、
ご
神
前

真
近
く
で
、
祈
り
を
込
め
た
玉

串
を
持
ち
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
元
旦
祭
斎
行
に
あ
た
り
、
総

代
様
始
め
各
役
員
の
皆
様
、
宝

寿
会
、
有
志
の
皆
様
に
は
、
年

末
よ
り
、
数
日
来
の
心
尽
く
し

の
ご
奉
仕
、
誠
に
有
り
難
く
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
本
年
も
教
信
徒
皆
様
が
、
大

神
様
、
御
教
祖
様
、
御
祖
先
様

の
ご
守
護
の
も
と
、
恙
な
く
、

心
豊
か
な
歳
と
な
り
ま
す
様
、

心
よ
り
祈
念
致
し
て
居
り
ま
す
。 

　
皆
様
こ
ん
ば
ん
は
。 

　
年
が
明
け
ま
し
て
早
十
五
日

が
経
ち
ま
し
た
。
新
年
の
諸
行

事
が
続
く
中
、
重
ね
て
の
ご
参

拝
ま
こ
と
に
お
疲
れ
様
で
す
。 

　
扨
、
今
年
も
一
年
、
大
神
様
、

ご
祖
先
様
の
ご
守
護
の
も
と
、

共
々
に
健
や
か
に
日
々
を
過
ご

し
て
参
り
た
い
所
で
す
。 

　
そ
し
て
、
日
々
熱
心
に
ご
参

拝
、
ご
奉
仕
頂
く
教
信
徒
の
皆

様
に
、
更
に
心
豊
か
な
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
く
為
に
教
会
と

し
て
何
が
出
来
る
か
と
常
々
考

え
て
お
り
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
昨
年
末
に
開
催
さ

れ
た
大
阪
近
郊
敬
和
会
で
は
鍼

灸
師
の
先
生
を
お
招
き
し
、
健

康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の
講
演

会
を
催
し
ま
し
た
。 

　
今
年
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
担
う
若
い
世
代
の
方
々

の
た
め
の
催
し
を
継
続
的
に
行

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
多
く
の
方
が
苦
手

意
識
を
持
た
れ
る
人
前
で
お
話

を
す
る
と
い
う
こ
と
。 

　
人
前
で
話
を
す
る
の
に
は
、

経
験
が
も
の
を
言
い
ま
す
が
、

実
は
少
し
の
心
得
を
知
っ
て
い

れ
ば
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
の
で
す
。 

　『
本
日
は
、
お
日
柄
も
よ
く
』

と
い
う
小
説
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？ 

　
原
田
マ
ハ
さ
ん
と
い
う
方
が

書
か
れ
た
小
説
で
す
。 

　
そ
の
内
容
は
、
ス
ピ
ー
チ
ラ

イ
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
職
業
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
作
品

で
す
。 

　
ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
と
は
、

演
説
や
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
本
人

の
為
に
そ
の
原
稿
を
考
え
た
り

そ
の
内
容
や
話
し
方
か
ら
身
の

こ
な
し
方
ま
で
を
助
言
す
る
職

業
で
、
例
え
ば
、
総
理
大
臣
の

演
説
の
原
稿
作
成
に
も
専
門
の

ス
ピ
ー
チ
ラ
イ
タ
ー
が
関
わ
っ

て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
小
説
の
始
め
に
、 

「
ス
ピ
ー
チ
の
極
意
　
十
箇
条
」

な
る
も
の
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

　
内
容
も
面
白
く
人
前
で
話
す

と
き
の
心
得
や
コ
ツ
な
ど
が
様
々

な
人
間
模
様
の
合
間
に
散
り
ば

め
ら
れ
て
い
て
参
考
に
な
り
ま

し
た
。 

　
人
前
で
話
す
と
云
え
ば
、
何

か
質
問
を
し
た
り
、
報
告
を
す

る
機
会
は
割
と
、
ど
な
た
に
で

も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。 

　
そ
の
時
に
も
少
し
の
言
葉
を

付
け
加
え
る
だ
け
で
よ
り
効
果

的
に
相
手
に
物
事
が
伝
わ
る
の

で
す
。 

　
例
え
ば
、「
報
告
が
〜
点
あ

り
ま
す
。」、「
質
問
が
〜
点
あ

り
ま
す
。」
と
言
っ
て
か
ら
そ

の
内
容
を
述
べ
る
こ
と
で
、
相

手
が
「
な
る
ほ
ど
、
こ
の
人
は

〜
点
の
話
を
し
た
い
の
だ
。」

と
理
解
し
て
全
て
の
話
を
聞
く

体
制
に
な
る
そ
う
で
す
。 

　
こ
の
様
な
ち
ょ
っ
と
し
た
お

話
の
コ
ツ
を
教
信
徒
の
皆
様
、

殊
に
学
生
さ
ん
や
未
だ
社
会
人

に
な
り
始
め
の
若
人
た
ち
に
、

是
非
身
に
付
け
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
。 

　
ど
う
ぞ
教
会
に
足
を
運
ん
で

人
生
の
先
輩
方
か
ら
学
ぶ
多
く

の
事
柄
を
身
に
付
け
ら
れ
、
教

信
徒
の
皆
様
が
更
に
心
豊
か
な

人
生
を
送
ら
れ
ま
す
様
祈
願
し

て
お
り
ま
す
。 

教
　
会
　
行
　
事 

二
月
　
一
日（
土
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
　
二
日（
日
）　
御
本
宮
月
並
祭
　
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
三
日（
月
）　
節
分
厄
除
祈
願
祭
　
　
午
後
七
時 

　
　
　
八
日（
土
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
　
九
日（
日
）　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
午
前
十
時 

　
　
十
一
日（
祝
）　
建
国
記
念
祭
　
　
　
　
午
前
十
時
半 

　
　
十
五
日（
土
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
十
六
日（
日
）　
米
子
地
区
敬
和
会 

　
　
二
二
日（
土
）　
西
播
教
会
修
行
日 

　
　
二
四
日（
月
）　
養
老
教
会
修
行
日 

　
　
二
五
日（
火
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

三
月
　
一
日（
日
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
前
十
時 

　
　
　
七
日（
土
）　
愛
教
婦
人
会
総
会
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
八
日（
日
）　
御
本
宮
月
並
祭
　
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
九
日（
月
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
各
家
ご
祖
先
の
大
切
な
春
の

霊
大
祭
、
感
謝
を
込
め
て
、
家

族
揃
っ
て
ご
参
拝
に
な
り
、
誠

心
の
ご
慰
霊
を
致
し
ま
し
ょ
う
。 

　
尚
、
今
年
の
信
徒
総
会
も
、

昨
年
同
様
に
、
春
之
祖
先
霊
大

祭
祭
典
後
に
開
き
ま
す
。 

　
開
祭
時
刻
は
午
後
一
時
半
で

す
。
お
帰
り
の
ご
予
定
等
、
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
、
ご
注
意

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
記 

春
之
祖
先
霊
大
祭 

　
　
　
　
並
び
に
信
徒
総
会 

　
三
月
二
十
日（
春
分
の
日
） 

　
　
　
午
後
一
時
半
　
開
式 

　
　
　
　
祭
典
に
引
続
き 

　
　
　
　
　
信
徒
総
会
を
開
催 

※
ご
慰
霊
、
新
し
い
霊
の
合
祀

願
い
の
お
申
込
み
は
、
三
月

十
五
日
ま
で
に
教
会
事
務
所

へ
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。 

か
の
え

ね 



（３） ２月号 ほ　　う　　せ　　い ２月号  （２） ほ　　う　　せ　　い 

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り 

（４９２号） （４９２号） 令和２年２月１日 令和２年２月１日 

穢
れ
は
気
枯
れ 

　
　
―
大
祓
式
で
「
常
若
」
― 

ご教話  

大祓式  
（１２月３０日） 

令
和
二
年
、
景
気
は
良
く
な
ら
ず 

―
御
神
宣
、
ご
注
意
を
前
向
き
に
― 

ご教話  

冬至祭  
（１２月２２日） 

年
末
恒
例
　
愛
教
婦
人
会 

「
お
正
月
飾
り
を
作
る
会
」開
催
さ
れ
る 

 

整
体
治
療
の
先
生
を
お
招
き
し 

―
大
阪
近
郊
各
地
区
合
同
敬
和
会
― 

若
松
に
稲
穂
、
水
引
も 

　
豪
華
な
飾
り
が
で
き
ま
し
た
。 

大
祓
式
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、 

　
清
々
し
く
帰
路
に
つ
き
ま
す
。 

ス
ク
リ
ー
ン
も
準
備
さ
れ
、 

　
健
康
講
座
を
開
き
ま
し
た
。 

大
祓
式
、
神
々
し
く 

　
神
楽
「
花
湯
」
が
奉
納 

手際よく、みなさん真剣です。 

令和2年 庚子之年　月並運勢ご神宣とお蝋燭 
かのえね 

　
令
和
元
年
十
二
月
二
十
七
日
、

愛
教
婦
人
会
恒
例
お
正
月
飾
り
を
作
る
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
、
豪
華
な
稲
穂
・
水

引
を
使
い
、
若
松
・
〆
縄
リ
ー

ス
等
の
材
料
で
、
ス
テ
キ
な
お

正
月
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。 

　
参
加
申
込
二
十
四
名
、
毎
年

お
飾
り
を
作
っ
て
い
る
か
ら
か
、

皆
さ
ん
手
際
よ
く
、
作
品
を
作

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
き
っ
と
、
そ
の
お
飾
り
を
玄

関
に
掲
げ
ら
れ
、
清
々
し
い
新

年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。 

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
是
非
次
の
機
会
に
も
ご

参
加
頂
き
、
楽
し
い
時
間
を
共

に
、
お
す
ご
し
頂
き
た
く
存
じ

ま
す
。 

　
　
　
愛
教
婦
人
会 

　
　
　
　
会
長
　
山
本
多
惠
子 

　
本
日
は
冬
至
祭
、
お
水
取
り

神
事
、
六
時
二
十
分
と
い
う
早

い
開
式
に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、

又
足
下
の
悪
い
中
を
、
遠
方
各

地
、
大
阪
近
郊
よ
り
よ
う
こ
そ

ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。 

　
祭
典
中
、
令
和
二
年
の
月
並

運
勢
を
御
神
宣
致
し
ま
し
た
。

お
蝋
燭
は
、
二
月
、
七
月
、
十

月
、
十
一
月
が
少
し
短
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
二
月
は
世
界
情
勢
、
殊
に
一

月
に
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
か
ら
の

離
脱
を
表
明
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
う
云
っ
た
所
か
ら
世
界

経
済
に
影
響
が
出
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。 

　
夏
頃
に
は
、
特
に
中
部
地
方

に
お
い
て
大
型
の
台
風
上
陸
に

ご
注
意
頂
き
、
各
ご
家
庭
用
心

な
さ
っ
て
下
さ
い
。 

　
十
月
、
十
一
月
は
政
治
的
な

面
で
ご
注
意
頂
い
て
お
り
ま
す
。

国
会
で
は
、
是
非
と
も
憲
法
改

正
が
良
い
方
向
に
進
め
ば
良
い

の
で
す
が
、
年
中
に
は
難
し
い

様
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
経
済
に
関
し
ま
し
て
は
、
今

年
と
ほ
ぼ
横
ば
い
。
業
種
に
よ

っ
て
は
下
降
気
味
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
ご
守
護
頂
く
皆
様
は

案
ず
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

す
が
備
え
る
事
は
大
切
で
す
。 

　
何
時
も
申
し
上
げ
ま
す
様
に

何
も
し
な
く
て
良
い
の
で
は
な

く
、
少
し
ず
つ
で
も
上
を
向
く

努
力
を
そ
れ
ぞ
れ
が
な
さ
っ
た

と
き
に
、
大
神
様
が
そ
れ
以
上

の
、
大
き
な
お
力
を
授
け
て
下

さ
い
ま
す
。 

　
各
家
の
月
並
運
勢
も
同
様
で

す
。
ご
神
示
頂
く
ご
注
意
は
、

全
て
が
全
て
悪
い
ご
注
意
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
会
社
で

お
申
し
込
み
で
し
た
ら
、
商
売

繁
盛
に
繋
が
る
チ
ャ
ン
ス
、
又

は
大
切
な
御
縁
、
巡
り
合
わ
せ

が
あ
り
ま
す
よ
と
い
う
ご
注
意

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
で
す
か
ら
、
決
し
て
悲
観
な

さ
ら
ず
、
ご
神
示
頂
け
る
と
い

う
事
は
、
そ
れ
だ
け
ご
守
護
頂

い
て
い
る
証
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
そ
の
為
に
も
日
々
熱
心
に
お

参
り
を
し
、
お
仕
え
す
る
。
そ

し
て
教
会
に
も
足
繁
く
参
拝
し
、

大
神
様
に
好
か
れ
る
信
仰
を
な

さ
っ
て
下
さ
い
。 

　
自
分
た
ち
か
ら
大
神
様
、
御

教
祖
様
、
御
祖
先
様
に
近
づ
こ

う
と
い
う
努
力
を
し
て
頂
き
ま

す
と
、
よ
り
大
き
な
ご
神
徳
が

頂
け
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
去
る
令
和
元
年
十
一
月
二
十

七
日（
水
）に
大
阪
近
郊
各
地
区

合
同
敬
和
会
が
、
午
後
七
時
か

ら
寶
生
教
大
阪
本
部
で
、
教
父

様
・
教
会
長
様
を
始
め
権
現
家

の
皆
様
や
教
職
員
の
皆
様
の
ご

参
列
を
い
た
だ
き
、
ご
参
集
の

信
徒
の
皆
様
と
と
も
に
、
総
勢

約
四
十
名
で
盛
大
に
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
ご
本
殿
で
全
員
で
参
拝
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、

こ
こ
堀
江
で
整
体
治
療
を
開
院

さ
れ
て
い
る
バ
ラ
ン
ス
治
療
院
・

岡
井
康
浩
先
生
の
、
筋
肉
と
健

康
な
体
の
関
係
の
興
味
深
く
、

わ
か
り
や
す
い
た
と
え
話
と
、

簡
単
に
で
き
る
実
践
方
法
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
皆
で
早
速
試

し
て
み
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
二
階
の
一
の
間
・

二
の
間
に
場
所
を
移
し
、
羽
田

地
区
世
話
人
か
ら
本
日
用
意
し

て
い
た
だ
い
た
、
神
戸
風
月
堂

の
お
菓
子
の
説
明
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
お
い
し
く
お
茶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
最
後
に
教
主
様
の
御
教
話
を

い
た
だ
き
、
合
同
敬
和
会
は
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
南
大
阪
地
区
世
話
人 

　
　
　
　
　
　
　
　
木
本
吉
彦 

　
本
日
は
大
祓
式
、
よ
う
こ
そ

ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。 

　
ま
ず
は
じ
め
に
、
先
日
の
冬

至
祭
で
の
御
神
宣
に
つ
い
て
お

話
し
致
し
ま
す
。 

　
経
済
に
関
し
ま
し
て
、
国
内

が
四
月
、
七
月
、
十
二
月
に
ご

注
意
が
出
て
お
り
ま
す
。
景
気

は
決
し
て
良
く
は
な
ら
な
い
よ

う
で
す
の
で
、
気
を
引
き
締
め

て
お
過
ご
し
下
さ
い
。 

　
思
想
面
に
関
し
て
は
、
国
内

外
共
に
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。 

　
続
い
て
疫
病
で
す
が
、
国
内

で
一
月
と
十
月
、
外
国
は
二
月

と
十
月
に
ご
注
意
が
出
て
お
り

ま
す
。 

　
動
乱
に
つ
い
て
は
、
国
内
で

は
ご
注
意
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

外
国
で
二
月
と
九
月
に
ご
注
意

が
出
て
お
り
ま
す
。 

　
世
界
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

香
港
の
情
勢
が
中
々
落
ち
着
き

ま
せ
ん
し
、
一
月
末
に
は
イ
ギ

リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
表
明
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
、
世
界
情

勢
は
割
と
騒
が
し
い
様
で
す
。 

　
国
内
の
政
治
に
関
し
ま
し
て

も
、
安
定
は
し
て
い
る
と
は
い

え
、
本
来
神
様
の
意
に
沿
う
憲

法
改
正
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
が

続
く
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
扨
、
只
今
は
共
々
に
大
祓
式

を
ご
奉
仕
致
し
ま
し
た
。
祓
戸

四
柱
之
大
神
を
御
招
霊
申
し
上

げ
、
気
を
込
め
て
大
祓
詞
を
奏

上
致
し
、
こ
の
歳
の
罪
、
穢
れ

を
、
真
に
大
海
原
に
押
し
放
つ

如
く
に
、
祓
い
浄
め
て
頂
き
ま

し
た
。 

　
そ
の
「
穢
れ
」
で
あ
り
ま
す

が
、
よ
く
云
わ
れ
て
い
る
の
は
、

気
が
枯
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状

態
が
「
気
枯
れ
」
で
あ
る
と
い

う
こ
と
。 

　
例
え
ば
、
日
々
の
生
活
の
中

で
、
リ
ズ
ム
や
巡
り
が
良
く
、

何
を
し
て
も
上
手
く
い
く
と
き

も
あ
れ
ば
、
反
対
に
何
を
し
て

も
上
手
く
い
か
な
い
と
き
も
あ

ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。 

　
こ
の
上
手
く
い
か
な
い
と
き

が
「
穢
れ（
気
枯
れ
）」
の
状
態

な
の
だ
そ
う
で
す
。 

　
で
は
何
故
、
何
を
し
て
も
上

手
く
い
か
な
い
と
き
が
あ
る
の

か
。
そ
れ
は
、
リ
ズ
ム
が
崩
れ

る
か
ら
な
の
で
す
。 

　
で
は
ど
う
し
て
リ
ズ
ム
が
崩

れ
る
の
か
。
例
え
ば
、
怒
り
や

恐
れ
、
悲
し
み
や
憂
鬱
と
い
っ

た
、
マ
イ
ナ
ス
の
気
持
ち
に
な

っ
た
と
き
に
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る

の
だ
そ
う
で
す
。 

　
現
代
社
会
は
ス
ト
レ
ス
社
会

と
も
云
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

誰
し
も
が
少
し
ず
つ
で
も
マ
イ

ナ
ス
に
感
じ
る
事
が
あ
る
世
の

中
で
す
。
そ
う
云
っ
た
も
の
が

積
も
り
積
も
っ
て
穢
れ
と
な
る

の
で
し
ょ
う
。 

　
人
間
は
自
然
の
中
に
生
か
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
仕
方
な

い
事
も
中
に
は
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
出
来
得
る
限
り
、

心
は
何
時
も
穏
や
か
な
状
態
を

保
つ
努
力
も
ま
た
必
要
な
こ
と

な
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
そ
う
云
っ
た
マ
イ

ナ
ス
の
気
持
ち
も
、
本
日
大
祓

式
を
ご
奉
仕
致
し
、
新
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

魂
が
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

と
い
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
神
道
の
思
想
の
一
つ

で
あ
り
ま
す
「
常
若
」
と
い
う

考
え
方
で
す
。 

　
伊
勢
神
宮
の
式
年
遷
宮
に
代

表
さ
れ
る
、
総
て
を
新
し
く
つ

く
り
か
え
る
事
で
、
新
た
な
命

に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
思
想

で
す
。 

　
我
々
人
間
も
同
様
で
、
知
ら

ず
識
ら
ず
に
犯
し
た
る
罪
、
穢

れ
を
、
神
様
に
祓
い
清
め
て
頂

く
事
で
、
新
た
な
命
に
神
の
息

吹
を
吹
き
込
ん
で
頂
き
、
新
年

を
清
々
し
く
迎
え
る
と
い
う
の

が
、
大
祓
式
の
本
意
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

　
扨
、
俳
句
で
有
名
な
正
岡
子

規
の
一
番
弟
子
で
あ
り
ま
す
、

俳
人
、
高
浜
虚
子
の
あ
る
言
葉

を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

　「
人
も
禽
獣
も
草
木
も
同
じ

宇
宙
の
現
れ
の
一
つ
」 

と
い
う
言
葉
で
す
。 

　
ま
さ
に
、
人
も
動
物
も
、
草

も
木
も
、
命
あ
る
も
の
は
全
て

宇
宙
の
現
れ
の
一
つ
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。 

変
わ
ら
ず 
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